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論 文 審 査 結 果 要 旨
マゴイ(qソρ漉 那8cα膨o)は世界で最 も古い養殖種で,最 も家魚化の進んだ魚種である。本種は食用魚






第1章では,マゴイのマイクロサテライ トDNAマー カー開発のため,ゲ ノムDNAライブラリーから,
68のクローンの塩基配列を検出し,39のクローンにMS領域を確認 し,この領域の増幅が可能な4つ の
プライマーセッ ト(Ccα一醗,σcα一1磐,Ocα一21,απdCcα一30*)を設計 している。第2章 では,マ イクロ
サテライ トDNAマー カーの遺伝様式がいずれ もメンデルの法則に従うこと,さらにこれらが,親子鑑定
に応用可能であることを確認 している。










で採卵用親魚として保存 されている紅白,大正三色,昭 和三色からDNA検出用サンプルを採集 し,遺伝
的多様性を評価 したところ,イ ンドネシアの養殖品種にくらべ変異水準は明らかに低 く,遺伝的距離の
平均値は保存品種や種苗生産用親魚における集団間の平均値 に比べかなり小 さかった。このようにニシ
キゴイの遺伝的多様性が低いのは,本種の品種改良が色彩変異に限った特殊な家系選択により実施 され
てきた育種の歴史的背景に起因するものと考えられた。また,遺伝的変異性および系統間差が明らかに
小さくなっていたことから,ニシキゴイ集団における近交係数の上昇および創始集団のサイズが小さかっ
たことが示唆された。
本研究において,マ ゴイの野生集団,継代保存品種,種 苗生産用親魚集団および観賞魚(ニシキゴイ)
集団の遺伝的多様性の現状を明らかに しただけでなく,それらの利用と保全の立場から,それぞれの集
団の親魚管理指針を提言 した。また,水産生物の集団遺伝学的研究の意義を再確認させるとともに,種々
のマゴイ養殖の発展に遺伝学的側面から寄与するものと考えられる。よって,審査委員一同は本論文の
著者を博士(農学)の学位を授与するに値するものと判定 した。
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